
● 特集のテーマの「学習評価」については、学習指導要領
の改訂のたびに教員研修によって理解と実践が繰り返され
てきましたが、「評価のための評価」になっていたのが実
態ではないかと感じています。そうした教員の意識の転換
を図るため、教育委員会がリーダーシップを発揮して、学
校現場を支援することが重要だと考えました。� （岡山県）

● 特集の要点整理で早稲田大学教職大学院の田中博之教授
が提案していた、客観性を保つために「各校がルーブリッ
クを見せ合う研修会」は、教員間の評価のぶれを防ぐのに
役立つと思いました。ただ、少しでも教員の負担軽減につ
ながるよう、教育委員会には、ポイントを絞って学べるよ
うな研修会の開催を期待しています。　　　　　　（富山県）

● ルーブリックによる評価は有効ですが、その作成には教
員の努力と連携が必要です。その意味で、特集の愛知県豊
田市教育委員会が学校現場に提示した評価規準表は、教員
への大きな支援になると感じました。これからは、教科共
通の観点を生かして、どのように教科の特性や見方・考え
方を身につけさせるかが重要になっていくと考えました。

（青森県）

● 特集の愛知県尾張旭市立旭中学校が実践していた、生徒
に既習事項を使える場面を意識させる取り組みに共感しま
した。それこそが学習へのモチベーションになると、私も
日頃から考えているからです。また、なぜこの教科を学習
するのかという意識も、大切にしたいと思います。　（滋賀県）

● 特集の東京都新宿区立四谷小学校の取り組みを読み、子
どもが学びの見通しを持ち、ゴールに到達するまでのプロ
セスを確認し、それを修正する際に、「学び方カード」が
有効であることに共感しました。教員は、カードを使って
子どもの学びのプロセスを見取ることができ、評価や指導
の振り返りに生かせると思います。� （千葉県）

● 特別企画を読み、過去に被災した先人はなぜ、その地に
碑を建てて子孫に伝え、住み続けようとしたのかを考えま
した。先人のふるさとへの思いを導入とする「ふるさと学
習」を通じて、地域防災の現状と課題を学ぶことで、子ど
もたちにふるさとを守ろうという意識を育む「姿勢の防災
教育」につながると思いました。　　　　　　　　（千葉県）

● 連載「教育長が語る Leader's View」で、和歌山県橋本
市教育委員会の今

いま

田
だ

実教育長が「地域の人々との日々の触
れ合いは、子どもが地域に愛着を抱くことにつながり、学
びを豊かにしています」と言われたことに共感しました。
小学校の生活科では、地域探検や地域の人々との交流を通
じて、地域や自分への理解を深めていきます。そうした「深
い学び」により、子どもは「自己確立」を図ることができ
るのだと強く思いました。　　　　　　　　　　　（大阪府）

● 連載「データで教育を読む」には、「なりたい職業がない」
子どもほど、「勉強しようという気持ちがわかない」の肯
定率が高いことが示されていました。将来の職業を無理に
見つけさせるのではなく、学ぶことそのものにどう興味を
持たせていくのかが問われていると思いました。　（東京都）

● 連載「フロントランナーに聞く 教育の next」では、「ナ
ナメの関係」の例として大学生が挙げられていました。本
校がある地域に大学生はあまりいませんが、地域の方たち
が子どもを見守り、記事で提言されていた「皆で子どもを
支える」という意識を強く持っています。今後も、学校へ
の協力者を幅広く発掘していきます。　　　 　　（鹿児島県）

● 連載「新しい学びのかたち キーワード解説」では、新し
い教育用語が詳しく説明されていて、毎回大変役に立って
います。誰かに聞いたり、調べたりしないと分からない言
葉があたり前のように使われることもあるので、用語解説
をしていただけるのはありがたいです。　　　　　（岐阜県）

※ Vol.4 の発行は、2022年３月を予定しています。
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今号の取材で唯一訪問した長崎県川棚町には、取材スタッフ

一同、取材直前に PCR 検査を受け、安心安全の中で表紙の撮

影を行いました。幸いにも、新しく入れ替えるパソコンを１年

生に配布する瞬間に立ち会えたため、心底うれしそうな表情を

撮ることができました。マスクなしでの生き生きとした子ども

たちを、１日でも早く撮影できることを願うばかりです。（草場）
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